
 

（テーマ）「望ましい集団活動の活性化と自主的・実践的な態度を育てる特別活動の在り方」 

日立市立台原中学校 

 

１ はじめに 

台原中学校は，生徒会本部を筆頭に１０種の専門委員会が設置されています。その他に，生

徒会役員選挙や文化祭等ではその都度実行委員を集って活動しています。常時活動は通常通

り行えているものの，コロナの感染対策のため，活動が減ったり，内容の変更をしたりした委

員会が多かったです。しかし，そのような状況でも，生徒の思いから以下のような新たな取組

を実践することができました。 

 

２ 今年度の活動 

(1) 台原学区クリーン作戦 

  コロナ禍において行事が削減されている中，「全校生徒みんなで

何かを実施したい」という意見が生徒から出てきました。ゴミ拾

いならば，地域の貢献になっていいのではということから，学区

内にある公園のゴミ拾いを生徒会が中心となって計画し，行いま

した。生徒会の役員が，５０分の授業で往復できる公園はどこか

を地図を見ながら検討して，クラスの割り振りをし，公園までの

道路も含めて活動しました。(図１)集めたゴミを入れる袋も準備

して各クラスに配付し，クラスごとに分別しながらゴミを拾うこ

とができました。(図２) 

 (2) 阿武隈祭（文化祭） 

  例年よりも規模は縮小しましたが，文化祭を実施することがで

きました。しかし，例年通りには行えないため，実行委員が主体と

なって計画を立て，内容を工夫して実践しました。実行委員の提

案で全校制作に取り組んだり，役割を分担して会場づくりを行っ

たりして活動することができました。特に，活動日などをメモで

きるカレンダー(図３)を活用することで，それぞれの係ごとに，

活動日や内容を決定し，生徒自身が計画的に活動内容を確認しな

がら，自主的に取り組むことができました。 

 

３ 成果と課題 

(1) 成果 

・今年度の新たな取組として，クリーン作戦を行うことができま

した。生徒の声を生かし，生徒会が中心となって活動すること

を通して，自主的な態度を育成する機会とすることができま

した。 

・体育祭や文化祭では，実行委員を中心に内容を工夫し，仕事を分担しながら行うことを

通して計画的に実践することの重要性と達成感を体験させることができました。 

(2) 課題 

・コロナ禍という制限された中で，生徒に実施可能な方法や内容を考えさせることが困難

でした。例年通り実施することが難しく，新しい活動を生徒主体となって行わせるため

には，支援する教師側がねらい目的を明確にし，事前の準備，打ち合わせ等を十分に行

うことが必要であると思いました。 

図 1 歩道のゴミ拾い 

図 2 拾ったゴミの分別  

図 3 カレンダー 


